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『狭
衣
下
紐
』
の
基
礎
資
料
と
注
釈
方
法

一
　
は
じ
め
に

『源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
は
、
多
く
の
場
合
、
講
釈
の
聞
書
を
基
礎
資
料
に

し
て
作
成
さ
れ
る
。
そ
こ
に
、
先
人
の
説
を
吟
味
し
て
加
え
、
ま
た
、
自
ら
の

新
見
を
も
添
え
る
と
い
う
営
み
が
繰
り
返
さ
れ
て
、
『源
氏
物
語
』
の
注
釈
史
は

展
開
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
『狭
衣
物
語
』
の
注
釈
書
の
晴
矢

『狭
衣
下

紐
』
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
か
ら
う
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
倣
う
べ
き
注
釈
書

も
講
釈
聞
書
も
存
在
し
な
い
物
語
に
、
作
者
里
村
紹
巴
は
い
か
に
取
り
組
ん
だ

の
だ
ろ
う
か
。

『狭
衣
下
紐
』
の
現
存
伝
本
に
関
し
て
は
、
す
で
に
調
査
結
果
を
報
告
し
て

い
る
。
ま
た
、
「狭
衣
下
紐
』
作
成
時
の
基
礎
資
料
の
一
つ
、
『狭
衣
系
図
』
の

伝
本
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
の
作
成

の
過
程
や
注
釈
内
容
の
分
析
な
ど
、
さ
ら
に
詳
し
い
考
察
の
必
要
を
感
じ
て
い

フつ
。と

こ
ろ
で
、
紹
巴
に
は

『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
な
る
著
書
が
あ
る
。
『狭
衣
下

紐
』
に
先
立
つ
こ
と
約
三
十
年
の
永
禄
八

（
一
五
六
五
）
年
、
こ
の

『源
氏
物

語
』
注
釈
書
は
作
ら
れ
た
。
そ
の
有
力
資
料
は
、
紹
巴
の
連
歌
の
師
、
昌
叱
実

父
の
里
村
昌
体
の

『休
聞
抄
』
で
あ
る
。
紹
巴
は
、
自
身
が
所
持
す
る

『休
聞

抄
』
を
も
と
に

『源
氏
物
語
』
を
講
釈
し
た
ら
し
い
。
手
沢
本

『休
聞
抄
』
か

ら

『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
を
編
み
出
し
て
の
ち
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
講
釈
を

お
こ
な
っ
た
。

『源
氏
物
語
』
は
連
歌
師
必
須
の
知
識
で
あ
る
。
紹
巴
が
こ
れ

を
請
釈
し
注
釈
書
を
著
す
こ
と
は
、
連
歌
界
の
第

一
人
者
と
い
う
地
位
の
獲
得

に
伴
い
、
当
然
求
め
ら
れ
て
こ
よ
う
。
『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
と
『休
聞
抄
』
は
、

紹
巴
の
源
氏
学
の
考
究
に
不
可
欠
の
資
料
で
あ
る
。
で
は
、
紹
巴
の
源
氏
学
と

『狭
衣
下
紐
』
に
接
点
は
見
い
だ
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。

『狭
衣
下
紐
』
と

『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
。
『休
聞
抄
』
と
の
関
係
は
、
斎
木

泰
孝
氏
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
来
よ
り

『源
氏
物
語
』
と
の
深
い

関
わ
り
を
い
わ
れ
続
け
て
き
た

『狭
衣
物
語
』
の
注
釈
に
際
し
、
紹
巴
が
自
ら

体
得
の
源
氏
学
の
知
識
を
ま
っ
た
く
無
視
し
た
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。
紹
巴

の
源
氏
講
釈
は
、
天
正
四

（
一
五
七
六
）
年
十
二
月
兼
如
に
対
す
る
も
の
、
天

正
七

（
一
五
七
九
）
年
六
月
か
ら
天
正
八

（
一
五
八
〇
）
年
十
月
ま
で
の
中
院

通
勝
ら
堂
上
貴
族
の
発
起
に
よ
る
も
の
、
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
『狭
衣
下

紐
』
作
成
時
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
文
禄
元

（
一
五
九
二
）
年
十

一
月
か
ら
十

二
月
に
か
け
て
、
関
自
秀
次
の
御
前
で
昌
叱
が
紅
葉
賀
巻
、
花
宴
巻
、
葵
巻
を

講
釈

（
言
経
卿
記
』
。
『鹿
苑
日
録
し
、
紹
巴
も
同
席
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
も
、
彼
の
源
氏
の
知
識
は
積
極
的
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え

る
ほ
う
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
ば
、
紹
巴
の
源
氏
学
は
、
『狭

衣
下
紐
』
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
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以
上
の
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
、
『狭
衣
下
紐
』
の
注
釈
内
容
を
あ
ら
た
め
て

検
討
し
た
い
と
思
う
。

二

『源
氏
物
語
紹
巴
抄
」
と

「休
聞
抄
』

『狭
衣
下
紐
』
の
注
釈
本
文
に
は
、
「源
氏
～
巻
に
あ
り
」
な
ど
と
い
う
記
述

が
散
見
で
き
る
。
こ
の

「源
氏
」
が

『源
氏
物
語
』
を
指
す
の
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
こ
れ
ら

「源
氏
」
と
い
う
記
述
を
含
む
注
釈
本
文
を
、
『源
氏
物
語
紹
巴

抄
』
・
『休
聞
抄
』
と
比
較
す
る
。

一
母
宮
い
か
に
に
う
軋
　
困
は
い
っ
か
る
ゝ
く
た
ひ
れ
た
る
心
也
窮
綱
鋤
氏

明
石
巻
二
あ
り
　
　
　
　
　
　
３
狭
衣
下
紐
」
〔巻

一
１２６

・
集
成
上
３９
じ

「ご
う
じ
」
に
つ
い
て
、
『狭
衣
下
紐
』
は

『源
氏
物
語
』
明
石
巻
に
あ
る
と
す

る
。
ま
ず
、
『源
氏
物
語
大
成
索
引
篇
』
に
よ
り
明
石
巻
本
文
を
確
認
し
、
そ
れ

に
対
す
る
注
釈
を

『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
で
み
る
。

３．

∞こ
ぅ

∞し
給
に

（四
四
五
３
・六

一
）
困
　
鴛

マ
駄
確
書
二
「
セ
メ
ツ
メ
ラ

ル
ヽ
心
也
」
卜
）
く
た
ひ
れ
た
る
心
な
る
へ
し

（９
）

η
源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
明
石
）

『狭
衣
下
紐
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
る
。
『狭
衣
物
語
」
と
『源
氏
物
語
』
、

異
な
る
二
つ
の
作
品
に
共
通
の
一
語
に
対
し
、
同

一
の
方
法
で
注
釈
が
な
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『休
聞
抄
』
に
も
、

２７
こ
う
し
給
に

（四
四
五
３
●６．
）
　

困

ノ

字
な
る
へ
し
く
た
ひ
れ
果

（Ю
）

た
る
心
也
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『休
聞
抄
』
明
石
）

と
あ
り
、
『休
聞
抄
』
か
ら

『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
注

が
、
『狭
衣
下
紐
』
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
対
象
と
な
る
作
品
が
か
わ

っ
て
も
、
紹
巴
の
知
識
は
一
貫
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
、
「狭
衣
下
紐
』
で
唯

一
『源
氏
物
語
』
の
古
注
釈
の
出
典
表
記
が
認

め
ら
れ
る
例
を
あ
げ
る
。

一
け
ん
そ
う
　
顕
證
あ
ら
は
な
る
と
源
氏
抄
瞬
花

二
あ
り
　
俗

二
も
く
さ

ん
の
心
也
　
　
　
　
　
　
　
（『狭
衣
下
紐
』
〔巻

一
２６‐
●
集
成
上
７．
）

こ
の
注
は
、
従
来
、
『弄
花
抄
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
事

実
、
『弄
花
抄
』
竹
河
に
は
、

せ
欺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（‐２
）

‐２‐
け
ん
そ
う
な
り
け
ん

（
一
四
八
一
８
ｏ
２
）
顕
証
也
あ
ら
は
な
る
心

と
あ
り
、　
一
見
、
紹
巴
が
直
接

『弄
花
抄
』
に
依
拠
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

同
じ
と
こ
ろ
を

『源
氏
物
語
紹
巴
抄
」
と

『休
聞
抄
』
は
、

硼
け
ん
そ∞
う
な
り
け
む

（
一
四
八
一
８

・
二
七
二
）
顕

記
也

翁
源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
竹
河
）

‐７‐
け
ん
そ
う
な
り
け
ん

（
一
四
八

一
８
・２
）

顕
證
也
あ
ら
は
な
る
心
弄

翁
休
聞
抄
』
竹
河
）

と
注
す
る
。
『休
聞
抄
』
に

「弄
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
『狭
衣
下
紐
』
と

『源

氏
物
語
紹
巴
抄
』
。
「体
聞
抄
」
と
の
関
係
を
考
慮
す
れ
ば
、
『狭
衣
下
紐
』
の
注

は
、
「源
氏
抄
瞬
花
」
と
い
う
出
典
表
記
も
含
め
て

『休
聞
抄
』
に
も
と
づ
く
と

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昌
休
が
宗
牧
の
講
釈
聞
書
に
自
説
を
加
え
、
『河
海
抄
』
。
「花
鳥
余
情
』
。
「弄

花
抄
』
を
取
捨
し
て
ま
と
め
た
の
が

『休
聞
抄
』
で
あ
る
。
そ
の
一
本
を
も
と

に
紹
巴
は

『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
を
作
り
上
げ
た
。
両
本
に
は
、
先
行
注
か
ら

の
引
用
を
示
す
注
記
が
多
数
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
異
同

が
目
立
つ
。
『休
聞
抄
』
か
ら

『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
へ
の
過
程
で
漏
れ
た
も
の

も
あ
ろ
う
。
『狭
衣
下
紐
』
に
至
っ
て
は
、
出
典
注
記
は
ほ
と
ん
ど
落
ち
て
い
る
。

右
の
例
の
み
が
偶
然
残
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
の
注
に
は
、
出
典
注
記
も

「あ
ら
は
な
る
心
」

も
な
い
。
右
の
例
を
見
る
限
り
、
『狭
衣
下
紐
』
は

『休
聞
抄
』
に
依
拠
し
た
よ



う
で
あ
る
。
紹
巴
は

『休
聞
抄
』
を
所
持
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ

た
と
し
て
も
矛
盾
は
な
い
だ
ろ
う
。

『狭
衣
下
紐
』
が
、
『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
と
の
み
一
致
す
る
場
合
も
あ
る
。

一
あ
さ
み
　
俗
に
あ
さ
む
と
い
へ
り
　
源
氏
に
も
あ
る
也

η
狭
衣
下
紐
』
〔巻

一
９９
。
集
成
上
３．
）

硼
あ
さ
み

（
一
一
四

一
１３

・
三
三
四
）
俗
諺
二
あ
さ
む
と
云
詞
欺

翁
源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
若
菜
下
）

『狭
衣
下
紐
』
の
注
は

『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
の
内
容
を
反
映
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
『休
聞
抄
」
は
こ
の
詞
を
と
り
あ
げ
て
い
な
い
。
紹
巴
手
沢
本
系
の
内

閣
文
庫
蔵
本
に
も
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。
『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
が
ま
と
め
ら
れ

た
折
に
新
た
に
付
加
さ
れ
、
の
ち
に

『狭
衣
下
紐
』
に
も
取
り
込
ま
れ
た
注
な

の
で
あ
ろ
いつ
。

こ
の
よ
う
に
、
『狭
衣
下
紐
』
作
成
の
背
景
に
は
、
『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』

。

『休
聞
抄
』
が
関
与
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
が
よ
り
ど
こ
ろ
か
を
限

定
す
る
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
で
き
な
い
。
紹
巴
に
は
、
ど
ち
ら
も
自
身
の
源
氏

学
の
基
盤
で
あ
り
、
日
常
頻
繁
に
利
用
す
る
書
で
あ
っ
た
と
想
像
す
る
。
そ
の

た
め
、
こ
と
さ
ら
出
典
を
表
記
す
る
こ
と
も
な
く
、
『狭
衣
下
紐
』
に
引
用
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〓
一　
注
釈
方
法

（
一
）

『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
と

『休
聞
抄
』
は
、
『狭
衣
下
紐
』
の
有
力
な
基
礎
資

料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
『狭
衣
下
紐
』
が
両
書
を
取
り
込
む
様
相
を

検
証
し
た
い
。

①
一
九
月
　
な
を
し
も
の
　
縣
召
剛
副
引
利
∃
日
「
副
∃
司
到
引
劇
引
側

末
代
断
絶
な
り
　
源
氏
や
と
り
木
に
あ
り

翁
狭
衣
下
紐
』
〔巻

一
躙

・
集
成
上
８．
じ

②
颯
な
を
し
物
と
か

（
一
七
七
〇
４

ｏ
一
〇
八
）
直
物

縣
召
或

ハ
京
官
ノ
除
目
以
後
執
筆
直

物
を
申
行
也
或
除
目
以
後
両

三
月
経
て
も
あ
り
先
度
除
目
参
着
事
等
を
な
を
す
故
直
物
と
云
に
や

へ
除
目
未
落
居
等
の
事
を
書
入
故
末
代
に
断
絶
と
云
々

翁
源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
宿
木
）

③
細
な
を
し
も
の
す
る

（
一
七
七
〇
４

●
鵬
）
　

直
物
也
縣
召
或
京
官
の
除

日
以
後
執
筆
直
物
を
申
行
也
或
除
日
以
後
両
三
月
経
て
も
あ
る
也
先

度
除
目
参
着
及
事
等
を
な
を
す
故
に
直
物
と
云
也
其
次
に
書
に
入
た

る
事
有
也
河
除
目
未
落
居
等
の
事
を
な
を
す
也
∧
末
代
に
断
絶
と

云
々
∨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『休
聞
抄
』
宿
木
）

②
と
③
に
は

「直
物
」
の
詳
細
な
考
証
が
あ
る
。
③
の

「河
」
と
い
う
出
典
表

記
に
よ
り
、
『河
海
抄
』
か
ら
の
引
用
と
わ
か
る
。
①
に
は
そ
れ
が
引
か
れ
て
い

な
い
。
傍
線
部
の
み
が
、
②
と
③
に
共
通
す
る
。
『狭
衣
下
紐
』
は
、
『源
氏
物

語
紹
巴
抄
』
。
『休
聞
抄
』
の
説
を
大
幅
に
簡
略
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
様
の
例
を
も
う

一
つ
あ
げ
る
。

①

一
は
し
か
く
し
　
車
よ
せ
也
　
源
氏
に
あ
り

「
狭
衣
下
紐
』
〔巻
四
５３
・
集
成
下
２‐８
ビ

②
２‐４

。‐よ
。し
い
。く

。し

（二
三
〇
ｎ
上
一六
八
）
仁
和
芹
川
の
行
幸
ノ
次
幸
二
八
条

院

一
為

¨
ナ

常

力
下
寄

二
御

輿

）
使

上二
初

テ
造

二
階

隠

）
云

々

見

二
吏

部

王

ノ

記
一天
慶
六
年
也
今
案
南
階
ノ
間
二柱
‘
一本
た
て
ヽ
上
を
ふ
き
い
た

す
を
は
じ
隠
と
云
鳳
輩
フ
東
の
間
に
か
き
す
べ
て
左
の
脇
よ
り
乗
下

御
あ
ら
ん
か
た
め
也
一　
　
　
　
（『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
末
摘
花
）

③
四
は
し
か
く
し

（二
三
〇
ｎ
・
四
）

仁
和
芹
川
の
行
幸
次
幸
二
八
条
院
一



為
レ
作
下
寄
二
御
輿
一之
便
上
初
造
二
階
隠
一一ム
々
見
李
部
王
記
天
慶
六

年
也
今
案
南
階
の
間
に
は
し
ら
を
二
た
て
ゝ
上
を
ふ
き
い
た
す
を
は

し
ら
か
く
し
と
云
鳳
輩
を
ひ
ん
か
し
の
間
に
か
き
す
へ
て
左
の
脇
よ

り
乗
下
御
あ
ら
ん
た
め
也
花
　
　
　
　
　
　
（『休
聞
抄
』
末
摘
花
）

③
は

「花
鳥
余
情
』
の
説
を
引
き
、
②
も
そ
れ
を
継
承
し
て
い
る
。　
一
方
、
①

は
簡
潔
な
注
釈
と

「源
氏
に
あ
り
」
だ
け
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
『狭
衣
下
紐
』
は
長
い
説
明
を
省
き
、
「源
氏
や
と
り
木

に
あ
り
」、
「源
氏
に
あ
り
」
と
い
う
記
述
に
か
え
る
。
ま
る
で
、
詳
細
を

『源

氏
物
語
紹
巴
抄
』
・
『休
聞
抄
』
に
委
ね
る
か
の
よ
う
に
、
両
書
の
該
当
注
と
『狭

衣
下
紐
』
の

「源
氏
」
は
呼
応
す
る
。
こ
の
よ
う
な
注
釈
の
簡
略
化
は
、
『休
聞

抄
』
・
『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
か
ら

『狭
衣
下
紐
』
へ
と
移
行
す
る
過
程
で
の
必

然
の
現
象
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
『休
聞
抄
』
と

『源
氏
物
語
紹
巴

抄
』
は
ど
ち
ら
も
紹
巴
の
源
氏
講
釈
の
資
料
で
あ
る
。
講
釈
で
は
、
両
書
と
ほ

ぼ
同
じ
内
容
が
伝
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
『狭
衣
下
紐
』
に
お

け
る
簡
略
化
も
意
図
的
な
操
作
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
『狭
衣
下
紐
』
で

は
、
紹
巴
の
源
氏
学
の
理
解
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
重
な
る
内
容
は

意
識
的
に
省
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
を
断
定
す
る
た
め
に
は
、
『狭
衣
下
紐
』
の
享
受
の
方
法
に
関
し
て
も
考

（‐５
）

察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
段
階
で
は
、
『狭
衣
下
紐
』
は
、
紹
巴
の
源
氏
講
釈
を

聴
聞
し
た
者
を
対
象
と
し
て
想
定
し
て
い
る
ら
し
い
と
の
指
摘
に
と
ど
め
て
お

注
釈
の
簡
略
化
で
は
、
先
行
注
の
説
は
忠
実
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
。　
一
方
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

一
御
ど

，
０
人
　
習
祐
一木
女
な
ら
ん
源
氏
品
定
吉
祥
天
女
を
第

一
に
せ
り

さ
り
な
か
ら
法
気
付
く
す
み
て
如
何
と
云
々
　
も
の
け
な
き
や
と
り
な

る
と
い
へ
り
　
　
　
　
　
　
（『狭
衣
下
紐
』
〔巻

一
２５‐

●
集
成
上
６９
じ

『狭
衣
物
語
』
巻

一
、
飛
鳥
井
女
君
に
執
心
の
狭
衣
の
様
子
に
、
御
供
の
人
々

が
噂
す
る
場
面
で
あ
る
。
物
語
の
該
当
部
分
に
は
、

御
供
の
人
々
は
、
「ま
だ
か
か
る
こ
と
は
な
か
り
つ
る
も
の
を
。
い
か
ば
か

り
な
る
書
相
禾
女
な
ら
む
。
さ
る
は
、

し、‐
ど
む
の
げ
覆
ぎ
菊
色
覆
う
な
」

と
、
お
の
お
の
言
ひ
あ
は
す
べ
し
。
３
狭
衣
物
語
』
巻

一　
集
成
上
６９
頁
）

と
あ
り
、
破
線
部
が

『狭
衣
下
紐
』
の
破
線
部
に
対
応
す
る
。
し
か
し
、
『狭
衣

下
紐
』
の
傍
線
部

「法
気
付
」
と

「く
す
み
て
」
に
あ
た
る
も
の
が
な
い
。
紹

巴
が
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
部
分
に
も
典
拠
が
あ
る
。
「源
氏
物
語
』
帝

木
巻
に
は
、

吉
上
天
女
を
思
ひ
か
け
む
と
す
れ
ば
国
引
副
渕
引
引
ｑ
引
日
剰
割
劉
り
引
刻
又

わ
び
し
か
り
ぬ
べ
け
れ
　
　
　
（『源
氏
物
語
』
言
木
　
新
大
系

一
５６
頁
）

と
あ
り
、
傍
線
部
に

『狭
衣
下
紐
」
と
近
い
表
現
が
見
い
だ
せ
る
。
さ
ら
に
、

『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
と

『休
聞
抄
』
は
、

搬
吉
祥
天
女

（五
八
９

ｏ
八

一
）
　

毘
沙
門
ノ
女
端
厳
　
天
女
也
　
最
勝

王
経

二
吉
祥
天
女
品

一
ア
リ

硼
ほ
う
０
”
き

（五
八
１０

・
八

一
）
法
気
付
欺
仏
法
め
き
て
也

翁
源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
言
木
）

卸
吉
祥
天
女

（五
八
９
●
８．
）
　

ひ
さ
門
の
む
す
め
也
世
上
の
女
の
い
つ

れ
も
心
に
か
な
ふ
や
う
な
け
れ
は
吉
祥
天
女
こ
そ
限
な
く
侍
ら
め
と

思
へ
は
又
仏
法
め
き
て
く
す
み
た
る
か
た
な
れ
は
そ
れ
も
心
に
叶
ま

し
き
由
を
い
へ
り

皿
ほ
う
け
つ
き

（五
八
１０

。
８．
）
　
仏
法
め
き
た
る
也

ｏ
法
気
付
也

認
く
す
し
か
ら
ん

（五
八
１０
。８．
）

く
す
み
た
る
也
和
秘
わ
つ
ら
は
し
き

也
弄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『休
聞
抄
』
帝
木
）



と
す
る
。
『休
聞
抄
』
だ
け
が
立
項
す
る
「く
す
し
か
ら
ん
」
項
に
、
傍
線
部

「く

す
み
た
る
也
」
と
あ
る
。
『狭
衣
下
紐
』
の
傍
線
部

「く
す
み
て
」
が
、
こ
こ
に

見
い
だ
せ
る
。
ま
た
、
「法
気
付
」
は
、
『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』、
『休
聞
抄
』
の

両
方
に
あ
る
。
『狭
衣
下
紐
』
は
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
意
味

に
ず
れ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「法
気
付
」
「く
す
み
て
」
に
、
女
君

の
仁
和
寺
の
威
儀
師
に
さ
ら
わ
れ
た
経
験
を
重
ね
、
紹
巴
は
、
御
供
の
人
々
の

噂
に
悪
意
を
嗅
ぎ
と
り
つ
つ
解
釈
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ

ば
、
『狭
衣
下
紐
』
の
注
釈
は
、
源
氏
注
の
表
現
を
巧
み
に
取
り
入
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

以
上
、
『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
。
「休
聞
抄
』
と
の
対
照
に
よ
り
、
『狭
衣
下
紐
』

が
紹
巴
の
源
氏
学
を
基
盤
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。
そ
の
注

釈
は
、
紹
巴
が
継
承
し
て
き
た
説
を
忠
実
に
再
現
す
る
一
方
で
、
こ
れ
を
巧
妙

に
利
用
し
、
独
自
の
解
釈
へ
と
展
開
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。

四
　
注
釈
方
法

（二
）

「源
氏
」
と
い
う
記
述
を
含
み
な
が
ら
、
そ
の
指
示
す
る
内
容
が

『源
氏
物

語
紹
巴
抄
』
や

『休
聞
抄
』
の
注
釈
と
必
ず
し
も
連
携
し
な
い
場
合
も
あ
る
。

『狭
衣
物
語
』
巻
二
に
、
雪
の
朝
、
源
氏
宮
の
も
と
に
春
宮
よ
り
つ
ぎ
の
よ

う
な
文
が
届
く
く
だ
り
が
あ
る
。

御
文
は
氷
襲
の
唐
の
薄
様
に
て
、
雪
い
た
う
積
り
、
え
も
い
は
ず
し
み
こ

ほ
り
た
る
呉
竹
の
枝
に
つ
け
さ
せ
た
ま
へ
り
。
∧
中
略
∨

頼
め
つ
つ
幾
世
経
ぬ
ら
む
竹
の
葉
に

降
る
白
雪
の
消
え
か
へ
り
っ
っ

硯
の
水
も
い
た
う
こ
ほ
り
け
る
と
見
え
て
、
筆
涸
れ
に
書
き
な
さ
れ
た
る
、

文
字
様
な
ど
こ
そ
こ
ま
か
に
を
か
し
げ
な
ら
ね
ど
、
筆
の
流
れ
な
ど
は
い

と
あ
て
に
、
「を
か
し
き
御
手
な
り
か
し
」
と
見
た
ま
ふ
。

翁
狭
衣
物
語
』
巻
二
　
集
成
上
川
～
翻
頁
）

料
紙
や
文
を
結
ぶ
枝
、
文
字
の
書
き
様
に
ま
で
和
歌
の
内
容
を
反
映
さ
せ
、
視

覚
的
な
効
果
を
も
ね
ら
っ
た
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
は
、
と
く
に
印
象
的

な
場
面
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
よ
う
で
、
『明
月
記
』
嘉
禄
二
年
（
〓

〓
工
Ｃ

十

一
月
十
五
日
条
に
、

十
五
日
、
丙
寅
、
朝
天
間
陰
、
陽
景
漸
晴
、
時
雨
柳
潤
、
昏
後
頻
降
、
如
形

風
流
送
平
相
公
許
、
誂
承
明
黄
門
作
出
、
以
薄
様
作
菖
蓋
入
櫛
、
如
敷
、
其

上
以
薄
様
氷
、
結
文
、
付
竹
枝
井
文
付
氷
、
是
狭
衣
雪
歌
之
由
欺
、
∧
略
∨

と
同
様
の
趣
向
で
五
節
の
風
流
の
櫛
を
お
く
る
例
が
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
さ
て
、

『狭
衣
下
紐
』
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
施
注
す
る
。

一
雪
い
た
う
　
源
氏
に
は
霜
も
お
と
さ
す
と
有

名
狭
衣
下
紐
』
〔巻
二
昴
。
集
成
上
朋
Ｖ

こ
の

「源
氏
」
に
あ
る
と
い
う

「霜
も
お
と
さ
す
」
は
、

兵
部
卿
宮
は
、

言
ふ
か
ひ
な
き
世
は
、
聞
こ
え
む
方
な
き
を
、

朝
日
さ
す
光
を
見
て
も
玉
笹
の
葉
分
け
の
霜
を
消
た
ず
も
あ
ら
な

む
お
ぼ
し
だ
に
知
ら
ば
、
慰
む
方
も
あ
り
ぬ
べ
く
な
ん
。

と
て
、
い
と
か
し
け
た
る
下
お
れ
の
調
引
湘
ｄ
剖
洲
持
て
ま
い
れ
る
、
御

使
さ
へ
ぞ
う
ち
あ
ひ
た
る
や
。
３
源
氏
物
語
』
藤
袴
　
新
大
系
三
鵬
頁
）

傍
線
部
の
兵
部
卿
宮
か
ら
玉
貨
へ
の
懸
想
文
の
趣
向
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
に
対
し
て
、
『源
氏
物
語
紹
巴
抄
」
と

『休
聞
抄
』
で
は
、

ツ
ヘ
あ
さ
日
さ
す
歌

（九
二
九
６

ｏ
一
一
三
）
へ
玉
さ
ゝ
の
葉
分
に
を
け

る
白
露
の
今
い
く
世
へ
ん
我
な
ら
な
く
に
　
朝
日
は
天
子
に
比
し



て
也
天
眼
に
鯛
給
ふ
共
養
分
の
霜
の
こ
と
く
な
る
身
の
霜
を
お
ほ

し
め
し
わ
す
る
な
と
也
兵
の
身
を
霜
に
比
し
て
也

翁
源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
藤
袴
）

硼
あ
さ
日
さ
す
耳

（九
二
九
６

ｏ
‐１３
）
　

引
へ
玉
さ
ゝ
の
葉
分
に
を
け
る

自
露
の
今
い
く
世
へ
ん
我
な
ら
な
く
に
今
案
玉
さ
ゝ
の
う
へ
の
露
は

朝
日
の
ひ
か
り
に
は
き
ゆ
へ
き
物
也
其
こ
と
く
な
る
我
身
に
て
あ
れ

は
き
え
せ
ぬ
さ
き
に
は
か
ら
ひ
給
へ
と
云
心
也
花
あ
さ
日
は
天
子
に

ま
い
り
給
へ
き
事
な
り
猶
忘
給
ふ
事
と
也
弄
天
子
を
み
て
も
数
な
ら

ぬ
身
を
思
け
ち
給
な
と
也
兵
部
卿
宮
也
　
　
　
（『休
聞
抄
』
藤
袴
）

と
、
自
身
を
霜
に
た
と
え
る
兵
部
卿
宮
の
和
歌
の
解
釈
が
示
さ
れ
る
の
み
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
ン」
れ
ら
の
注
釈
を
押
さ
え
た
う
え
で
あ
ろ
う
が
、
『狭
衣
下
紐
』

は
、
和
歌
の
内
容
と

一
体
化
し
た
趣
向
の
ほ
う
に
目
を
留
め
、
『狭
衣
物
語
』
に

類
似
の
表
現
と
し
て
注
意
を
促
し
、
そ
の
情
趣
を
鑑
賞
し
よ
う
と
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
『源
氏
物
語
』
か
ら

『狭
衣
物
語
』
を
照
射
す
る
独
特
の
視
点

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

古
く
か
ら
愛
好
さ
れ
続
け
て
き
た

『源
氏
物
語
』
の
著
名
な
場
面
と
の
関
連

を
と
り
あ
げ
る
注
も
多
い
。

一
ゐ
て
の
わ
た
り
　
春
の
池
ゐ
て
の
河
せ
に
か
よ
ふ
ら
ん
岸
の
山
吹
底
も

匂
へ
り
　
源
氏
こ
て
ふ
の
巻
の
面
影
也

一
侍
童
　
同
前
　
　
　
　
（『狭
衣
下
紐
』
〔巻

一
５
、
６

ｏ
集
成
上
９
ビ

『狭
衣
物
語
』
冒
頭
は
、
『源
氏
物
語
』
胡
蝶
冒
頭
を
意
識
し
て
作
ら
れ
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。
右
の
注
で
も
、
胡
蝶
巻
に
あ
る
秋
好
中
宮
の
女
房
の
和
歌
を
あ

げ
、
Ｆ
し
て
ふ
の
巻
の
面
影
也
」
と
す
る
。
物
語
の
一
情
景
を
想
起
す
る
よ
う
に

誘
う
、
本
説
の
指
摘
と
い
え
よ
う
。

五
　
源
氏
に
な
き
詞

『狭
衣
物
語
』
を
読
み
解
く
た
め
に
は
、
『源
氏
物
語
』
の
知
識
は
不
可
欠
で

あ
っ
た
。
紹
巴
自
身
も
そ
う
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

一
あ
さ
り
す
る
同

（か
く
れ
な
し
）
源
氏
見
さ
ら
ん
人
は
心
得
行
か
た
し

■
狭
衣
下
紐
』
〔巻
二
四
・
集
成
上
四
じ

と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

抑
光
源
氏
物
語
の
心
見
解
な
は
此
抄
に
を
よ
ふ
へ
か
ら
す

翁
狭
衣
下
紐
』
序
文
）

と
も
す
る
。
『源
氏
物
語
』
を
究
め
た
人
は

『狭
衣
下
紐
』
を
緒
か
ず
と
も

『狭

衣
物
語
』
を
理
解
で
き
る
。
視
点
を
変
え
れ
ば
、
『狭
衣
物
語
』
の
読
解
に
は
『源

氏
物
語
」
へ
の
造
詣
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
『狭
衣
物
語
」

と

『源
氏
物
語
」
と
の
緊
密
性
を
、
作
者
自
ら
が
認
め
、
随
所
で
強
調
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
い
ま
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な

『狭
衣
下
紐
』
の
「源

氏
」
に
関
わ
る
記
述
の
存
在
は
、
作
者
の
施
注
に
お
け
る
基
本
的
態
度
の
反
映

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
の
一
方
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

一
た
ヽ
ん
紙
　
源
氏
に
も
此
詞
あ
り

か
た
か
な
　
源
氏
に
な
し
草
の
文
字
也
　
俗
二
大
和
慨
名
と
云
々

翁
狭
衣
下
紐
』
〔巻

一
６．
．
集
成
上
２３
〕

一
た
ち
あ
か
し
炭
か
し
ら
の
こ
と
く
な
る
松
明
也
源
氏
に
な
き
こ
と
葉
な
り

翁
狭
衣
下
紐
』
〔巻
三
蘭

・
集
成
下
ｌ１６
〕

二
つ
の
例
で
は
、
「源
氏
に
な
し
」、
「源
氏
に
な
き
こ
と
葉
な
り
」
と
、
あ
え
て

『源
氏
物
語
』
に
は
見
ら
れ
な
い
詞
を
指
摘
す
る
。
な
ぜ
、
こ
う
し
た
詞
が
特

記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。



『狭
衣
物
語
』
の
注
釈
に
、
紹
巴
は
源
氏
学
の
知
識
を
応
用
し
、
そ
の
方
法

を
規
範
と
し
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
を

『源
氏
物
語
』
で
お
さ
め
る
こ
と
を
本

意
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
よ
り
際
だ
つ

『狭
衣
物
語
』
独
自
の
詞
や
表
現
、
こ
れ
ら
を
発
掘
し
評
価
を
与
え
る
こ
と
を

志
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
新
奇
を
追
求
し
て
、
紹
巴
は

『狭
衣
下

紐
』
を
執
筆
し
た
と
考
え
た
い
。

工（
　
実
作
へ
の
応
用

文
禄
三

（
一
五
九
四
）
年
五
月
十

一
日
、
毛
利
輝
元
は
厳
島
神
社
に
萬
句
三

物
を
奉
納
、
翌
日
、
厳
島
供
養
の
た
め
、
紹
巴

。
昌
叱
に
千
句
両
吟
の
興
行
を

命
じ
る
。
同
月
下
旬
、
輝
元
の
命
で
、
千
句
に
両
人
そ
れ
ぞ
れ
自
注
を
施
す
。

以
上
が

『毛
利
千
句
注
』
成
立
の
背
景
で
あ
る
。

『毛
利
千
句
注
』
は
、
こ
の

特
別
な
成
立
事
情
ゆ
え
に
作
者
の
詠
作
意
図
が
明
確
な
う
え
、
『狭
衣
下
紐
』
作

成
よ
り
ほ
ど
な
く
の
作
品
で
あ
り
、
注
目
で
き
る
。
本
作
品
に
は
、
『狭
衣
物
語
』

に
関
連
す
る
句
と
自
注
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
、
紹
巴
の

『狭
衣

物
語
』
注
釈
作
業
と
実
作
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ァ
５９
名
の
ら
す
は
た
れ
と
か
又
も
た
つ
ね
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
同

（叱
）

∧
注

・
略
∨

６０
道
の
行
ゑ
は
あ
す
か
ゐ
の
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巴

①

此
句
は
さ
衣
の
大
将
飛
鳥
井
君
う
つ
ま
さ
に
籠
給
へ
る
に
、
仁
和
寺

□

酬

翻

判

副

劇

司

刷

劇

コ

劉

可

大
‐

翻

劉

園

Д

刻

見
付
船
′
主
ｉ
省
″
綺
へ
る
を
、
君
を
車
に
を
き
て
に
け
た
る
を
御
覧

（
マ
マ
）

し
て
、
い
つ
方
へ
行
人
そ
、
名
乗
給
へ
、
を
く
り
と
つ
け
ん
と
の
給

へ
は
、
二
條
堀
川
蚊
遣
焼
邊
へ
と
有
し
也
。
さ
て
そ
の
ま
ゝ
契
給
て

懐
妊
有
し
を
、
又
め
の
と
筑
紫
任
に
下
、
大
将
殿
の
家
膿
道
成
と
云

合
て
筑
紫
へ
く
た
る
を
轟
明
迫
門
に
て
、
舟
よ
り
身
を
な
け
給
へ
る

に
、
長
門
守
帰
京
の
船
中
へ
落
入
し
を
、
都
へ
の
ほ
り
、
と
き
は
の

里
に
て
御
誕
生
有
け
り
。
さ
衣
防
陶
臨
時
」
隠
曜
瞬
暉
陛
ド
ド
リ
陣
Ю

詞
よ
り
飛
鳥
井
の
君
と
申
也
。
此
井
は
洛
中
二
條
に
あ
る
清
水
也
。

萬
里
小
路
に
あ
る
と
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
■
毛
利
千
句
注
』

一
）

ィ
６３
よ
こ
笛
の
声
の
つ
た
へ
は
あ
は
れ
に
て
　
　
　
　
　
　
　
　
同

（叱
）

∧
注

・
略
∨

６４
あ
ま
つ
使
の
く
た
る
い
に
し
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巴

狭
衣
の
大
将
五
月
五
日
夜
禁
中
に
て
よ
こ
笛
あ
そ
は
さ
れ
し
を
感
じ

て
、
天
上
よ
り
み
つ
ら
ゆ
ひ
た
る
童
子
く
た
り
て
、
大
将
殿
を
い
さ

な
ひ
ゆ
か
ん
と
せ
し
事
あ
り
。
あ
め
わ
か
み
こ
と
い
へ
り
。
養
老
年

引
ｄ
力、―
―ゝ
劉
割
冽
列
刊
竹
取
物
語
に
も
似
た
り
。
　
　
３
同
』
五
）

ゥ
４０
じ
め
を
き
つ
ゝ
も
す
む
さ
か
の
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叱

∧
注

・
略
∨

４．
子
は
お
や
に
は
な
れ
ぬ
た
の
み
か
け
ぬ
ら
し
　
　
　
　
　
　
同

さ
衣
の
物
語
に
さ
か
の
ゐ
ん
の
さ
か
へ
う
つ
ろ
ひ
給
ひ
し
を
、
女
二

宮
の
御
く
し
お
ろ
し
て
さ
か
の
院

一
所
に
住
給
し
也
。
事
多
け
れ
は

略
之
。
嵯
峨
天
皇
に
は
あ
ら
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
翁
同
』
八
）

ア
と
イ
は
紹
巴
の
、
ウ
は
昌
叱
の
句
と
自
注
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
注
に
は
、

ア
に
狭
衣
と
飛
鳥
井
女
君
の
選
近
か
ら
、
別
離

。
入
水

。
姫
君
の
誕
生
ま
で
の

経
緯
、
イ
に
物
語
巻

一
の
天
稚
御
子
降
下
事
件
、
ウ
に
嵯
峨
院
の
隠
遁
に
入
道

宮
だ
け
を
伴
っ
た
と
い
う
物
語
巻
二
の
挿
話
が
引
か
れ
る
。
い
ず
れ
も
物
語
の

展
開
、
人
物
関
係
な
ど
細
部
に
わ
た
る
言
及
が
あ
り
、
特
徴
的
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。

ア
と
イ
に
は
、
『狭
衣
下
紐
』
や

『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
・
『休
聞
抄
』
と
の
関



係
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
ア
の
傍
線
部
①
に
関
し
て
、
『狭
衣
下
紐
』
に
、

一
二
條
大
宮
　
仁
和
寺
威
儀
師
う
つ
ま
さ
に
飛
鳥
井
君
の
御
参
籠
を
乳
母

と
か
た
ら
ひ
て
ぬ
す
み
て
行
に
逢
給
へ
り
お
く
に
て
よ
く
き
こ
ゆ
る
也

∧
以
下
略
∨
　
　
　
　
　
　
（『狭
衣
下
紐
』
〔巻

一
２０‐
．
集
成
上
５７
じ

と
あ
る
。
右
の
注
で
は
、
威
儀
師
と
乳
母
が
共
謀
し
て
飛
鳥
井
女
君
を
拉
致
し

た
と
す
る
。
し
か
し
、
物
語
に
よ
れ
ば
乳
母
は
こ
の
計
画
に
関
与
し
て
い
な
い
。

紹
巴
の
思
い
違
い
で
あ
ろ
う
か
。
ア
の
傍
線
部
①
も
乳
母
の
加
担
を
認
め
る
点
、

『狭
衣
下
紐
』
の
解
釈
と
一
貫
し
て
い
る
の
で
、
両
者
の
関
係
を
認
め
て
よ
い

と
思
う
。
ま
た
、
ア
の
傍
線
部
②
は
、

か
け
も
よ
し
な
と

引
あ
す
か
井
に
宿
り
は
す
へ
し
か
け
も
よ
し
み
も
ひ
も
寒
し
み
ま
く
さ
も

よ
し
　
謡
物
也
　
飛
鳥
井
の
日
の
か
け
も
よ
し
は
木

水
也
　
一
説
あ
す
か
井
は
二
条
に
あ
る
清
水
也
二
条
万
里
小
路
―こ‐冽
引

翁
休
聞
抄
』
帯
木
　
内
閣
文
庫
蔵
本
）

右
の

「
一
説
」
以
下
の
記
述
と
重
な
る
。
さ
ら
に
、
イ
の
傍
線
部
は
、

一
あ
め
わ
か
み
こ
　
降
臨
日
本
紀
下
巻
第

一
二
有
之
天
稚
彦

元
正
天
皇
養
老
年
中

二
さ
衣
の
笛
の
音
に
め
て
ゝ
下
る
二
似
た
る
事
有

之
　
　
　
　
（『狭
衣
下
紐
』
紹
巴
自
筆
本

〔巻

一
４０

．
集
成
上
１８
じ

右
の
傍
線
部
に
通
じ
て
い
よ
う
。
な
お
、
こ
の
傍
線
部
は
、
『狭
衣
下
紐
」
諸
本

の
う
ち
、
紹
巴
自
筆
本
と
陽
明
文
庫
蔵
信
ヂ
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

紹
巴
の
ア
を
今

一
度
検
討
し
た
い
。
自
注
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
前
句

「名

の
ら
す
は
」
を
受
け
て
、
狭
衣
が
偶
然
威
儀
師
よ
り
救
出
し
た
飛
鳥
井
女
君
に

「名
乗
給
へ
」
と
尋
ね
た
こ
と
に
重
ね
つ
つ
、
「あ
す
か
ゐ
の
宿
」
と
続
け
た
と

思
わ
れ
る
。
中
田
剛
直
氏

『校
本
狭
衣
物
語
』
巻

一

（昭
和
五
十

一
年
　
桜
楓

社
）
で
確
認
す
る
限
り
、
こ
の
狭
衣
の
言
葉
も
、
女
君
の
応
答

「
二
條
堀
川
蚊

遣
焼
邊
へ
」
も
、
物
語
本
文
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
梗
概
化
す
る
際
に
整
理
さ

れ
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
素
性
を
明
か
さ
な
い
こ
と

を
二
人
の
関
係
の
象
徴
と
捉
え
る
紹
巴
の
解
釈
が
鮮
明
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
『狭
衣
物
語
』
巻
二
冒
頭
に
は
、
行
方
不
明
の
飛
鳥
井
女

君
を
想
う
狭
衣
詠

尋
ぬ
べ
き
草
の
原
さ
へ
霜
枯
れ
て
誰
に
間
は
ま
し
道
芝
の
露

が
あ
る
。
二
条
良
基
『撃
蒙
孫
ｍ
に
も
、

庭
と
も
見
え
す
た
ヽ
草
の
原

身
の
う
き
を
誰
に
と
は
ま
し
秋
の
晩

狭
衣
の
歌
に
草
の
原
さ
へ
霜
か
れ
て
と
あ
り

と
、
寄
合
の
具
体
例
と
し
て
引
か
れ
る
。
互
い
の
正
体
を
知
ら
ぬ
ま
ま
引
き
裂

か
れ
る
悲
恋
で
あ
れ
ば
、
こ
の
著
名
な
和
歌
に
頼
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
ア
の
眼
目
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
す
で
に
評
価
の
高

い
作
中
歌
に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、
物
語
全
体
を
味
わ
い
、
発
想
を
得
よ
う

と
い
う
紹
巴
の
姿
勢
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
『毛
利
千
句
注
』
に
は
、
『狭
衣
物
語
』
を
素
材
と
す
る
こ

と
を
明
確
に
す
る
自
注
が
存
在
し
、
し
か
も
、
そ
の
一
部
が

『狭
衣
下
紐
』
な

ど
に
共
通
す
る
。
い
ず
れ
も
、
作
者
の
物
語
を
熟
知
し
て
い
る
様
が
う
か
が
わ

れ
る
。
金
子
金
治
郎
氏
は
、
『称
名
院
追
善
千
句
注
』
（千
句
は
永
禄
六

〔
一
五

六
三
〕
年
、
自
注
は
天
正
六

〔
一
五
七
八
〕
年
の
成
立
）
に
お
い
て
、
『源
氏
物

〓
ど

な
ど
物
語
類
と
の
関
連
は
多
数
見
ら
れ
る
が
、
『狭
衣
物
語
』
は
一
つ
も
な

い
こ
と
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

『狭
衣
下
紐
』
を
境
に
し
て
、
連
歌
師
と
し
て

の
紹
巴
は
、
『狭
衣
物
語
』
を
素
材
と
す
る
作
品
を
積
極
的
に
の
こ
す
よ
う
に
な

る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
実
作
の
た
め
の
知
識
を
広
げ
る

こ
と
を
も

一
つ
の
目
的
と
し
て
、
『狭
衣
下
紐
』
は
編
ま
れ
た
と
考
え
た
い
。



七
　
お
わ
り
に

『狭
衣
下
紐
』
以
前
に
も
、
『狭
衣
物
語
』
は
歌
人
、
連
歌
師
が
視
野
に
入
れ

て
お
く
べ
き
物
語
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
中
世
の
歌
学
書
、
連
歌
の

学
書
な
ど
に
は
、
『狭
衣
物
語
』
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
多

く
は
、
定
家
以
来
評
価
の
高
い
作
中
臨
て

ま
た
は
ヽ
部
分
的
な
表
現
へ
の
関
心

に
偏
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
紹
巴
に
よ
る
物
語
全
編
通
し
て
の
注
釈
は
、

新
し
い
試
み
と
し
て
評
価
で
き
よ
う
。
そ
の
際
、
紹
巴
は
、
自
ら
の
源
氏
学
の

知
識
と
方
法
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
「源
氏
物
語
紹
巴
抄
」
と

『休
聞
抄
』、

紹
巴
が
関
わ
っ
た
こ
の
二
つ
の
源
氏
注
は
、
『狭
衣
下
紐
』
の
有
力
な
基
礎
資
料

で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

拙
稿

１
狭
衣
下
紐
』
諸
本
考
」
含
中
古
文
学
」
第
五
十
五
号
　
平
成
七
年
五
月
）。

拙
稿

員
狭
衣
下
紐
』
の
基
礎
的
背
景
」
∩
詞
林
』
第
十
七
号
　
平
成
七
年
四
月
）。

井
爪
康
之
氏

『源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究
』
（平
成
五
年
　
新
典
社
）。

斎
木
泰
孝
氏

『物
語
文
学
の
方
法
と
注
釈
』
（平
成
八
年
　
和
泉
書
院
）
の
第

一
章

第
二
節

「狭
衣
物
語
下
紐
と
里
村
紹
巴
の
源
氏
物
語
紹
巴
抄
（１
ご
。

木
藤
才
蔵
氏

『連
歌
史
論
考
』
（昭
和
四
十
八
年
　
明
治
書
院
）
付
載
の

「連
歌
史

年
表
」
に
よ
る
。

（６
）

前
掲
注
（３
）井
爪
康
之
氏
著
書
第
五
章

「静
嘉
堂
文
庫
蔵

『源
氏
抄
ヒ

に
よ
る
。

（７
）

前
掲
注
（５
）木
藤
才
蔵
氏
著
書
付
載

「連
歌
史
年
表
」。

（８
）

「狭
衣
下
紐
」
は
、
実
践
女
子
大
学
常
磐
松
文
庫
蔵
中
臣
祐
範
本
に
よ
る
。
同
本
の

影
印
は
「実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所

電
子
叢
書
Ｉ
」
∧
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
篇
Ｖ

（平
成
十

一
年
二
月
）
に
収
載
。
同
本
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（１
）拙
稿
、

な
ら
び
に
、
奥
田
勲
氏

「常
磐
松
文
庫
蔵

「狭
衣
下
紐
』
中
臣
祐
範
奥
書
本
（付
）大

村
由
己
年
譜
」
（実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所

■年
報
告
第
１５
号
　
平
成
八
年
二

月
）、
『実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所

電
子
叢
書
Ｉ
　
物
語
史
研
究
の
方
法
と
展

望
」
Ａ
論
文
篇
ｖ

（平
成
十

一
年
二
月
）
の
付
篇
を
参
照
。
ま
た
、
便
宜
上
、
〔　
〕

内
に
、
巻
数
と
私
に
付
し
た
『狭
衣
下
紐
」
の
注
の
項
目
の
通
し
番
号
、
『狭
衣
物
語
」

新
潮
日
本
古
典
集
成
本
の
上
下
と
該
当
頁
数
と
を
付
し
た
。
集
成
本
に
よ
る
の
は
、

「狭
衣
下
紐
』
が
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
本
文
が
流
布
本
系
に
近
い
と
思
わ
れ
る
た

め
で
あ
る
。
以
下
の
引
用
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（９
）

『源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
は
、
翻
刻
平
安
文
学
資
料
稿
第
二
期

コ
水
禄
奥
書
源
氏
物
語

紹
巴
抄
」
に
よ
る
。
以
下
の
引
用
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（１０
）

『休
聞
抄
」
は
、
源
氏
物
語
古
注
集
成
第
２２
巻

『休
聞
抄
」
（平
成
七
年
　
お
う
ふ

う
）
に
よ
る
。
以
下
の
引
用
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
紹
巴
の
手
沢
本
系

と
い
わ
れ
る
内
閣
文
庫
蔵
本

（函
号
特
ｎ
１
３
）
も
適
宜
参
照
し
た
。

（■
）

前
掲
注
（４
）斎
木
泰
孝
氏
著
書
の
第

一
章
第

一
節
、
お
よ
び
第
二
節
。

（‐２
）

源
氏
物
語
古
注
集
成
第
８
巻

『弄
花
抄
付
源
氏
物
語
聞
書
』
（昭
和
五
十
八
年
　
桜

楓
社
）
に
よ
る
。

（・３
）

紹
巴
の
手
沢
本
系
の
内
閣
文
庫
蔵
本
で
も
異
同
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（‐４
）

前
掲
注
（３
）井
爪
康
之
氏
著
書
、
お
よ
び
、
前
掲
注
（１０
）
「休
聞
抄
」
の
井
爪
康

之
氏
解
題
に
よ
る
。

（・５
）

前
掲
注
（４
）斎
木
泰
孝
氏
著
書
の
第

一
章
第
四
節
で
、
「狭
衣
下
紐
彗
は
紹
巴
の
狭

衣
講
釈
の
テ
キ
ス
ト
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
紹
巴
の
狭
衣
講
釈
が
実
際
に
お
こ
な

わ
れ
た
か
否
か
の
具
体
的
根
拠
は
見
い
だ
せ
ず
、
断
定
で
き
る
段
階
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。
な
お
、
中
条
さ
と
子
氏

「近
世
初
期
に
お
け
る

『狭
衣
物
語
〓
早
受
―
―

近
衛
尚
嗣
を
中
心
に
し
て
―
―
」
η
論
集
源
氏
物
語
と
そ
の
前
後
４
』
平
成
五
年

新
典
社
）、
同
氏

「近
衛
尚
嗣
筆

『狭
衣
聞
書
彗
に
つ
い
て
―
―
近
世
初
期
に
お
け
る

『狭
衣
物
語
』
享
受
の
一
断
面
―
―
」
翁
中
京
国
文
学
』
第
十
二
号
　
平
成
五
年
二

月
）、
同
氏
「近
衛
尚
嗣
の
修
学
と
そ
れ
に
関
わ
っ
た
二
人
の
人
物
―
―

『狭
衣
物
語
』

講
釈
に
も
触
れ
て
―
―
」
「
中
京
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
二
十
二
巻

文
学
部
国
文
学

科
創
設
三
十
周
年
記
念
特
集
号
　
平
成
十
年
二
月
）
は
、
陽
明
文
庫
蔵

『狭
衣
聞
書
」

を
め
ぐ
る
一
連
の
研
究
で
あ
る
。
「狭
衣
聞
書
」
は
狭
衣
講
釈
の
間
書
で
、
狭
衣
講
釈

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
講
釈

は
寛
永
年
間
の
こ
と
で
あ
る
。

（‐６
）

金
子
金
治
郎
氏

「連
歌
古
注
釈
の
研
究
」
（昭
和
四
十
九
年
　
角
川
書
店
）
の
研
究

編
五

「紹
巴
の
二
つ
の
千
句
自
注
」。

（‐７
）

『毛
利
千
句
注
』
は
、
前
掲
注
（１６
）金
子
氏
著
書
の
資
料
編
の
翻
刻
に
よ
る
。
以
下

の
引
用
も
同
様
で
あ
る
。

（‐８
）

『休
聞
抄
」
内
閣
文
庫
蔵
本
の
記
述
が
近
い
の
で
こ
れ
を
引
用
し
た
が
、
「休
間
抄
』

の
源
氏
物
語
古
注
集
成
本
、
「源
氏
物
語
紹
巴
抄
し
に
も
同
様
の
注
は
存
在
す
る

（五

四
３

●
７６
）ｏ

（‐９
）

傍
線
部
は
紹
巴
自
筆
本
が
写
さ
れ
た
折
の
増
補
部
分
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「狭
衣
下

↑ T↑ っT注



紐
じ
の
紹
巴
自
筆
本

・
陽
明
文
庫
信

，
本
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（１
）拙
稿
を
参
照

の
こ
と
。

（２０
）

本
文
引
用
は
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
七
巻

『連
歌
論
集
』
（昭
和
四

十
八
年
　
八
本
書
店
）
に
よ
る
。

（２．
）前
掲
注
（１６
）金
子
金
治
郎
氏
著
書
の
研
究
編
五
。

（２２
）

『明
月
記
』
天
福
元

（
一
二
三
三
）
年
二
月
廿
日
条
に

「於
歌
者
抜
群
、
他
事
雖
不

可
然
」
と
あ
り
、
定
家
が

「狭
衣
物
語
』
の
作
中
歌
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
な
お
、
同
条
に
つ
い
て
は
、
吉
田
幸

一
氏

『深
川
本
狭
衣
と
そ
の
研
究
』
（昭
和

五
十
七
年
　
古
典
文
庫
）
の
四

「深
川
本
狭
衣
の
出
自
と
伝
来
の
追
究
」
に
言
及
が

あ
る
。

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―


